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本会議
委員長報告
質疑・討論

採決

12月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです 議会の傍聴について
議会傍聴の際の感染症対策を実施して

います。マスクを必ず着用してください。　
本会議場の傍聴人数は通常は51名です

が、状況により傍聴人数の設定を変更する
ことがあります。詳しくは議会事務局までご
確認ください。

意見交換会を開催しました
令和4年7月18日（月・祝日）

内容はホームページに
掲載しています

次回の意見交換会は
11月13日㈰です
詳細は最終ページを

ご覧ください。
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本
年
は
国
分
寺
跡
と
と
も
に
国
分
瓦
窯

跡
が
大
正
11
(
１
９
２
２
)
年
10
月
12
日
に

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
１
０
０
年
で
す
。

国
分
瓦
窯
跡
は
国
分
４
丁
目
に
隣
接
す

る
新
池
の
ほ
と
り
に
あ
り
、
丘
の
斜
面
を

窯
の
幅
で
掘
り
下
げ
、
そ
の
中
に
日
干
し

レ
ン
ガ
を
ア
ー
チ
状
に
組
み
上
げ
て
つ

く
っ
た
登
窯
で
、
高
さ
１
.５
ｍ
、
間
口
１
.

５
ｍ
、
奥
行
５
.
５
ｍ
を
測
り
ま
す
。
指
定

時
点
で
は
農
業
用
の
池
の
斜
面
に
２
基
の

瓦
窯
が
露
出
し
た
状
況
で
、
池
の
満
水
時

に
は
窯
の
上
の
レ
ベ
ル
ま
で
水
位
が
上
が

り
、
窯
の
東
側
脇
に
は
池
に
注
ぐ
仕
掛
水

路
が
あ
っ
た
た
め
農
事
の
た
め
の
池
の
給

排
水
に
よ
り
窯
が
自
然
崩
壊
す
る
状
況
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
２
(
１
９
２
７
)

年
度
の
工
事
に
よ
り
石
垣
の
壁
で
水
を
受

け
、
そ
の
内
側
で
地
面
に
露
出
し
た
窯
跡

が
見
学
で
き
る
形
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
窯
の
風
化
や
劣
化
が
進
ん
だ
た

め
遺
構
を
保
護
す
る
た
め
に
埋
め
戻
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
県
や
市
に
よ
る
調

査
で
こ
の
場
所
で
の
瓦
窯
は
９
基
以
上
が

並
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
大
宰
府
で
複
数
の
瓦
窯
が

あ
る
の
は
都
府
楼
北
瓦
窯
跡
で
２
基
(
平

安
時
代
)
、
来
木
(
蔵
司
)
瓦
窯
跡
で
９
基

(
平
安
時
代
)
、
来
木
北
瓦
窯
跡
で
２
基(
平

安
時
代
)
、
松
倉
瓦
窯
跡
で
３
基
(
平
安
時

代
)
、
般
若
寺
瓦
窯
跡
で
５
基
以
上
、
国
分

松
本
８
次
調
査
で
２
基(
奈
良
時
代
、
平
安

時
代
)
で
あ
り
、
国
分
瓦
窯
跡
は
大
宰
府
の

瓦
窯
と
し
て
は
最
大
級
の
規
模
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。

焼
か
れ
た
瓦
は
奈
良
時
代
の
は
じ
め
か

ら
平
安
時
代
ま
で
の
も
の
で
、
大
宰
府
の

瓦
窯
の
中
で
は
最
も
長
い
間
操
業
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
窯
の
数
や

操
業
期
間
か
ら
国
分
瓦
窯
跡
は
大
宰
府
で

も
主
要
な
瓦
生
産
施
設
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
国
分
寺
の
瓦
も
こ
の
窯
で
焼
か
れ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
創
業
は
国
分

寺
よ
り
古
く
、
製
品
の
供
給
先
と
し
て
は

大
宰
府
政
庁
周
辺
の
官
衙
(
役
所
)
や
大
宰

府
内
の
寺
院
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
奈

良
時
代
の
平
城
京
の
瓦
は
京
域
の
北
に

あ
っ
た
奈
良
山
丘
陵
な
ど
１
㎞
以
上
離
れ

た
場
所
で
造
ら
れ
、
東
北
の
多
賀
城
跡
で

は
25
㎞
離
れ
た
北
方
の
大
崎
平
野
と
い
う

と
こ
ろ
で
生
産
し
た
も
の
が
運
ば
れ
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
他
所
と
の
比

較
か
ら
、
国
分
瓦
窯
は
消
費
地
に
極
め
て

近
い
場
所
に
営
ま
れ
た
瓦
窯
だ
っ
た
こ
と

も
わ
か
り
ま
す
。文

化
財
課
　
山
村
　
信
榮

や
ま
む
ら

の
ぶ
ひ
で

と
　 

ふ
　
ろ
う

か
ん 

が

へ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う

た
　
が
　
じ
ょ
う

ら
い 

き

く
ら
つ
か
さ

ま
つ
く

ら

は
ん 

に
ゃ 

じ

か
わ
ら

か
ま

あ
と

こ
く 

ぶ

太
宰
府
の
文
化
財
450

史
跡
指
定
１
０
０
年
国
分
瓦
窯
跡

国史跡 国分瓦窯跡
（中央奥の白い標柱の左側地下に保存された瓦窯跡があります）

アーチ状に組まれた日干しレンガの窯の壁
（「太宰府の文化財」太宰府町１９６８年より）
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出土した奈良時代の軒瓦

（「筑前国分寺」鏡山猛『国分寺の研究』
角田文衛編1928年より）

かがみやまたけし
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ふるさと納税関連の業務委託料（4億9,591万円）の主な内訳は？

返礼品が約2億5,100万円、配送料が約1億400万円、
事務費が約9,300万円、サイト利用料が約2,500万円などです。

Q

Ａ

敬老会関係費（2,646万円）のお祝い金等と敬老会費の関係は？

88歳、99歳の方にカタログギフトを送り、100歳を迎えた方に2万円のお祝い金を支給しました。 
また、敬老会費として、77歳以上の対象者一人当たり2,500円の費用を各自治会に支給しています。

Q

Ａ

市民意識調査委託料（133万円）の前年度からの変更点は？

調査の対象者を1,000名から2,000名に増やし、調査方法を従来の郵送回答に
ウェブ回答を加えました。 調査内容についても、総合戦略の内容に合わせて構成を
変更しています。

Q

Ａ

タブレット端末等のICT機器の活用状況に学校間の差は生じていないか？

若干の差はあると思いますが、教師の習熟度を上げるための研修会の
実施や、活用事例の情報の共有化に取り組んでいます。

Q

Ａ

学童保育所に関して、指定管理者を現行の1社から複数社にする考えはあるか？

現行はコスト削減やサービス均衡を踏まえ1社としていますが、
3年後の業者決定時に、改めて状況を勘案して検討したいと考えます。

Q

Ａ

コミュニティバス「まほろば号」の運行改善に向けての検討状況について？

総合戦略推進委員の方に意見をいただきながら、庁内職員によるプロジェクトチームで検討を行っています。

Q

Ａ

中学校部活動の地域移行に関して、今後の見通しは？

県から一定の方針が今後示される予定ですが、現時点で詳細は分かりません。

Q

Ａ

児童虐待相談136件の内訳は？

未就学児が67件、小学生が52件、中学生が15件、高校生が2件でした。

Q

Ａ

公共施設整備基金積立金（5億681万円）は中学校完全給食実施のために積み立てたとのことだが、
実施方式が食缶デリバリー方式になったことも含め公共施設整備との関係は？

小・中学校の老朽化対策の資金でもあり、中学校完全給食だけのための積立金ではありません。

Q

Ａ

令和3年度決算特別委員会が、8月29日・9月14日・15日に開催され、

一般会計、4特別会計、2公営企業会計について審査を行い、

9月21日の本会議において認定・可決されました。

太宰府市 の

お金の使い方をチェック

令和3年度

各会計の決算を認定しました

決 算 審 査
特 別 委 員 会

会
計

会
計科　　目 決算額

水
道
事
業

下
水
道
事
業

収益的収入

収益的支出

収益的収支

資本的収入

資本的支出

資本的収支

1,527,303,094

1,272,880,621

254,422,473

4,372,300

351,544,106

▲347,171,806

科　　目 決算額

収益的収入

収益的支出

収益的収支

資本的収入

資本的支出

資本的収支

1,929,200,813

1,437,341,842

491,858,971

196,180,800

842,996,214

▲646,815,414

令和3年度 公営企業会計決算書

会　計　別
歳　　入 歳　　出

決算額（A） 決算額（B）

一般会計 30,645,721,324

7,153,815,921

1,353,358,814

5,574,832,321

5,985,772

44,733,714,152

28,166,763,110

7,032,897,542

1,308,889,934

5,466,017,442

3,397,081

41,977,965,109

差引残額

（A－B）

2,478,958,214

120,918,379

44,468,880

108,814,879

2,588,691

2,755,749,043

特
別
会
計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

住宅新築資金等貸付事業

合　　計

令和3年度 一般会計・特別会計決算書 単位：円

単位：円

区　　分 R2年度末 R3年度末 増減額

市　　債 21,854,253

4,913,742

20,693,761

5,706,972

▲1,160,492

793,230基　　金

令和3年度 市債・基金残高（普通会計） 単位：千円

※不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。

「市債」は市の借金、「基金」は市の貯金にあたります。

決算審査で交わされた質疑・応答の中から、委員の関心が高かったものを掲載しています。
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定例会リポート定例会リポート9 月

○令和4年第3回定例会（令和4年8月29日～9月21日）　会期24日間

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

企画費
ICT推進費　450万円

1億450万円
総合企画推進費 積立金　1億円

地域福祉関係費　2億3,117万円

社会福祉費

生活困窮者自立支援関係費　635万円

2億4,378万円 介護保険事業費　413万円

障がい者施策等推進費　15万円

障がい者自立支援給付事業費　198万円

保健衛生費

生活保護費 生活保護事務関係費

2億3,269万円

309万円

健康づくり推進費　1,000万円
緊急時に備え、抗原検査キットを備蓄するもの。

新型コロナウイルスワクチン接種事業関係費　2億2,269万円

消防費 1,229万円 災害対策関係費
緊急時案に備え、AEDを各公民館に配備するもの。

教育総務費
学校教育運営費
給食費のうち牛乳代を10月から3月まで実質無償化し、小学校給食費10％
相当額の補助をするもの。

4,726万円

補正予算は、議員全員で構成する予算特別委員会を設置し、審査を行いました。

◆歳入・歳出それぞれ20億174万4千円を追加補正し、

   総額は310億5,930万4千円になりました。

○令和4年度一般会計補正予算（第4号）

専決２件、諮問（人事）１件、条例改正１件、条例制定１件、補正予算5件、決算認定7件、報告6
件、契約2件、請願1件、意見書1件の審議を行いました。

※主なものを掲載しています

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

総務管理費 介護給付費負担金精算返還金（国庫）　1,949万円7,923万円

介護給付費支払準備基金積立金基金積立金 2,963万円

◆歳入・歳出それぞれ1億885万8千円を追加し
   総額は60億5,825万4千円になりました。

○介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

基金積立金 住宅新築資金等公債償還積立金259万円

◆歳入・歳出それぞれ258万8千円を追加し総額は294万円になりました。

○住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）

松川浄水場等の浄水業務及び北谷ダム管理の一部業務委託の次期契約に伴う債務
負担行為3億6,695万円の追加を行いました。（令和4年度～令和9年度）

○水道事業会計補正予算（第1号）

1か月分の下水道使用料の全額免除をすることに伴う、下水道使用料1億円の減額等
を行いました。

○下水道事業会計補正予算（第1号）

補正予算のココに注目！
6月議会でも触れられていた「令和の都太宰府ふるさと納税基金」により総合企画推進費とし計上された積立金

の1億円に大注目です。

◆人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

⇒人権擁護委員に成
なり

富
とみ

善
よし

行
ゆき

氏を適任と答申しました。《諮問第3号》

○人　事

適  任適  任

◆水城小学校管理棟他改築工事（電気設備）請負契約の締結について 
《議案第44号》

◆水城小学校管理棟他改築工事（機械設備）

　 請負契約の締結について
《議案第45号》

⇒水城小学校管理棟等の老朽化に伴う改築に
関する工事を行うものです。

　（令和6年3月22日完成予定）

○契　約

水城小学校管理棟

可  決可  決

可  決可  決

◆太宰府市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
⇒男性職員が育児休業を取得しやすくするための取得回数制限の緩和や、非常勤
職員が育児休業を取得しやすくするために1年間の継続勤務という取得要件の廃
止等の緩和措置を定めるものです。《議案第37号》

◆令和の都太宰府ふるさと納税基金条例の制定
⇒ふるさと納税制度により寄せられた寄附金等を活用した令和の都太宰府の
　まちづくりを推進することを目的に制定するものです。《議案第38号》

○条　例

原案可決原案可決

原案可決原案可決

◆「中学校完全給食」をテーマにした、「太宰府市長と語る会」の開催を
太宰府市長に求める請願書
《請願第3号》

◆教育予算の拡充等に係る意見書
⇒教育予算の拡充や35人学級の早期の実現、教職員定数の改善を
　求めるものです。
　《意見書第3号》

○請願・意見書

不 採 択不 採 択

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決
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○令和4年第3回定例会（令和4年8月29日～9月21日）　会期24日間

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

企画費
ICT推進費　450万円

1億450万円
総合企画推進費 積立金　1億円

地域福祉関係費　2億3,117万円

社会福祉費

生活困窮者自立支援関係費　635万円

2億4,378万円 介護保険事業費　413万円

障がい者施策等推進費　15万円

障がい者自立支援給付事業費　198万円

保健衛生費

生活保護費 生活保護事務関係費

2億3,269万円

309万円

健康づくり推進費　1,000万円
緊急時に備え、抗原検査キットを備蓄するもの。

新型コロナウイルスワクチン接種事業関係費　2億2,269万円

消防費 1,229万円 災害対策関係費
緊急時案に備え、AEDを各公民館に配備するもの。

教育総務費
学校教育運営費
給食費のうち牛乳代を10月から3月まで実質無償化し、小学校給食費10％
相当額の補助をするもの。

4,726万円

補正予算は、議員全員で構成する予算特別委員会を設置し、審査を行いました。

◆歳入・歳出それぞれ20億174万4千円を追加補正し、

   総額は310億5,930万4千円になりました。

○令和4年度一般会計補正予算（第4号）

専決２件、諮問（人事）１件、条例改正１件、条例制定１件、補正予算5件、決算認定7件、報告6
件、契約2件、請願1件、意見書1件の審議を行いました。

※主なものを掲載しています

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

総務管理費 介護給付費負担金精算返還金（国庫）　1,949万円7,923万円

介護給付費支払準備基金積立金基金積立金 2,963万円

◆歳入・歳出それぞれ1億885万8千円を追加し
   総額は60億5,825万4千円になりました。

○介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

基金積立金 住宅新築資金等公債償還積立金259万円

◆歳入・歳出それぞれ258万8千円を追加し総額は294万円になりました。

○住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）

松川浄水場等の浄水業務及び北谷ダム管理の一部業務委託の次期契約に伴う債務
負担行為3億6,695万円の追加を行いました。（令和4年度～令和9年度）

○水道事業会計補正予算（第1号）

1か月分の下水道使用料の全額免除をすることに伴う、下水道使用料1億円の減額等
を行いました。

○下水道事業会計補正予算（第1号）

補正予算のココに注目！
6月議会でも触れられていた「令和の都太宰府ふるさと納税基金」により総合企画推進費とし計上された積立金

の1億円に大注目です。

◆人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

⇒人権擁護委員に成
なり

富
とみ

善
よし

行
ゆき

氏を適任と答申しました。《諮問第3号》

○人　事

適  任適  任

◆水城小学校管理棟他改築工事（電気設備）請負契約の締結について 
《議案第44号》

◆水城小学校管理棟他改築工事（機械設備）

　 請負契約の締結について
《議案第45号》

⇒水城小学校管理棟等の老朽化に伴う改築に
関する工事を行うものです。

　（令和6年3月22日完成予定）

○契　約

水城小学校管理棟

可  決可  決

可  決可  決

◆太宰府市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
⇒男性職員が育児休業を取得しやすくするための取得回数制限の緩和や、非常勤
職員が育児休業を取得しやすくするために1年間の継続勤務という取得要件の廃
止等の緩和措置を定めるものです。《議案第37号》

◆令和の都太宰府ふるさと納税基金条例の制定
⇒ふるさと納税制度により寄せられた寄附金等を活用した令和の都太宰府の
　まちづくりを推進することを目的に制定するものです。《議案第38号》

○条　例

原案可決原案可決

原案可決原案可決

◆「中学校完全給食」をテーマにした、「太宰府市長と語る会」の開催を
太宰府市長に求める請願書
《請願第3号》

◆教育予算の拡充等に係る意見書
⇒教育予算の拡充や35人学級の早期の実現、教職員定数の改善を
　求めるものです。
　《意見書第3号》

○請願・意見書

不 採 択不 採 択

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決
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個
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質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。
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や
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に
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で
あ
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５
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況
と
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②
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。

③
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や
支

払
い
の
状
況
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⑤
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就
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が
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現
況
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し
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よ
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て
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ま
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県
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調
査
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て

本
市
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厳
し
い
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あ

る
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し
て
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ま
す
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②
保
育
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課
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す
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内
容
が
多
岐
に

わ
た
る
た
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記
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て
い
ま
せ
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取
り
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況
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て
い
ま
せ
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児
童
扶

養
手
当
の
現
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届
で
は
約
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％
の
方
が
養
育
費
を
受

け
取
ら
れ
て
い
ま
す
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④
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利
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で
、
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検
討
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た
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す
。
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。
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と
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親
世
帯
の

養
育
費
の
確
保
を

QA

問

ここが聞きたい 個 人 質 問

議員名 全ての質問項目 掲載面

馬場　礼子

笠利　毅

今泉　義文

入江　寿

宮原　伸一

橋本　健

森田　正嗣

堺　　剛

神武　綾

長谷川　公成

徳永　洋介

原田　久美子

木村　彰人

タコスキッド

ひとり親世帯の養育費確保の支援について

地域包括ケアシステム構築における日常生活支援総合事業について

中学校完全給食について

インターネット上の誹謗中傷、人権侵害、差別やＳＮＳでのいじめについて

「太宰府市立中学校完全給食実施方針」について

公共施設の管理について

史跡地のバリアフリー化及び現状と課題について

中学校完全給食の財源と行財政改革について

インボイス制度について

アスベスト対策について

高齢者の生活支援について

高雄公園付近の市有地について

新生児聴覚検査の地方交付税措置について

本市のデジタル実装推進にむけて

総合体育館の指定管理について

機構改革について

総合計画に係る請願の採択をうけて

自治基本条例の取り組みについて

登下校時の児童の見守りについて

地域猫について

クラウドファンディングとふるさと納税について

個人情報保護条例の改正について

子ども達の健康状態管理について

交通事故多発地点の改善について

51ページ

54ページ舩越　隆之

小畠　真由美

56ページ

55ページ

53ページ

52ページ

個人質問　質問項目一覧表個人質問　質問項目一覧表

案　件　名議案番号等 議決結果

専決処分の報告について（市公用車による一般車両損傷事故の損害賠償の額の決定）

専決処分の報告について（市公用車によるブロック塀損傷事故の損害賠償の額の決定）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

太宰府市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

令和の都太宰府ふるさと納税基金条例の制定について

令和4年度太宰府市一般会計補正予算（第4号）について

令和4年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市水道事業会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第1号）について

令和3年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和3年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和3年度太宰府市健全化判断比率の報告について

令和3年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について

令和3年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について

太宰府市土地開発公社の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について

水城小学校管理棟他改築工事（電気設備）請負契約の締結について

水城小学校管理棟他改築工事（機械設備）請負契約の締結について

報告第6号

報告第7号

諮問第3号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

報告第8号

報告第9号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

議案第44号

議案第45号

―

―

適任

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認定

認定

認定

認定

原案可決及び認定

原案可決及び認定

―

―

―

―

―

―

可決

可決

9月定例会 全会一致で議決した議案

議案番号等

不採択

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち 令和宰光 無会派
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ッ
ド

笠
利
　
　
毅

神
武
　
　
綾

今
泉
　
義
文

宮
原
　
伸
一

馬
場
　
礼
子

木
村
　
彰
人

森
田
　
正
嗣

徳
永
　
洋
介

橋
本
　
　
健

長
谷
川
公
成

門
田
　
直
樹

舩
越
　
隆
之

入
江
　
　
寿

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。また、神武綾議員はやむを得ない理由により欠席でした。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。　市民の声：太宰府市民の声　無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

請願第3号
「中学校完全給食」をテーマにした、「太
宰府市長と語る会」の開催を太宰府市
長に求める請願書

× × × × × × ※ × × × × ○ × × × ※ × ○

認定認定第1号
令和3年度太宰府市一般会計歳入歳出
決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

原案
可決

意見書第3号 教育予算の拡充等に係る意見書 × × × × × × ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

9月定例会 賛否の分かれた議案

11月13日開催の「市民と議会の意見交換会」における「より良い中学校完全給食の実現」
に向けた取り組みに関する陳情

陳  　　　　情

議会運営委員会に送付陳情第13号
録画映像はこちら
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議
決
結
果
一
覧
表

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ひ
と
り
親
世
帯
が

経
済
的
に
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は

種
々
の
統
計
等
で
明
ら
か
で

あ
る
。
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
は
養
育
費
の
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
次
の
５
点
を

伺
う
。

①
就
業
状
況
と
平
均
収
入
。

②
相
談
窓
口
と
相
談
の
内
容

や
件
数
。

③
養
育
費
の
取
り
決
め
や
支

払
い
の
状
況
。

④
福
岡
県
の
養
育
費
保
証
契

約
締
結
支
援
事
業
を
本
市

で
実
施
す
る
計
画
は
あ
る

か
。

⑤
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
就
業

支
援
の
取
り
組
み
。

部
長
　
①
市
独
自

の
統
計
は
と
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
児
童
扶
養
手

当
の
現
況
届
に
際
し
、
面
談

に
よ
る
確
認
を
し
て
い
ま

す
。
県
の
調
査
か
ら
推
し
て

本
市
も
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
保
育
児
童
課
が
窓
口
で

す
。
相
談
内
容
が
多
岐
に

わ
た
る
た
め
件
数
は
記
録

し
て
い
ま
せ
ん
。

③
取
り
決
め
状
況
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
で
は
約

24
％
の
方
が
養
育
費
を
受

け
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
養
育
費
は
子
ど
も
の
権
利

と
い
う
べ
き
で
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

⑤
各
種
の
資
格
取
得
や
講
座

受
講
に
給
付
や
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

馬
場
　
礼
子  

議
員

ば       

ば

れ

い    

こ

ひ
と
り
親
世
帯
の

養
育
費
の
確
保
を

QA

問

ここが聞きたい 個 人 質 問

議員名 全ての質問項目 掲載面

馬場　礼子

笠利　毅

今泉　義文

入江　寿

宮原　伸一

橋本　健

森田　正嗣

堺　　剛

神武　綾

長谷川　公成

徳永　洋介

原田　久美子

木村　彰人

タコスキッド

ひとり親世帯の養育費確保の支援について

地域包括ケアシステム構築における日常生活支援総合事業について

中学校完全給食について

インターネット上の誹謗中傷、人権侵害、差別やＳＮＳでのいじめについて

「太宰府市立中学校完全給食実施方針」について

公共施設の管理について

史跡地のバリアフリー化及び現状と課題について

中学校完全給食の財源と行財政改革について

インボイス制度について

アスベスト対策について

高齢者の生活支援について

高雄公園付近の市有地について

新生児聴覚検査の地方交付税措置について

本市のデジタル実装推進にむけて

総合体育館の指定管理について

機構改革について

総合計画に係る請願の採択をうけて

自治基本条例の取り組みについて

登下校時の児童の見守りについて

地域猫について

クラウドファンディングとふるさと納税について

個人情報保護条例の改正について

子ども達の健康状態管理について

交通事故多発地点の改善について

51ページ

54ページ舩越　隆之

小畠　真由美

56ページ

55ページ

53ページ

52ページ

個人質問　質問項目一覧表個人質問　質問項目一覧表

案　件　名議案番号等 議決結果

専決処分の報告について（市公用車による一般車両損傷事故の損害賠償の額の決定）

専決処分の報告について（市公用車によるブロック塀損傷事故の損害賠償の額の決定）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

太宰府市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

令和の都太宰府ふるさと納税基金条例の制定について

令和4年度太宰府市一般会計補正予算（第4号）について

令和4年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市水道事業会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第1号）について

令和3年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和3年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

令和3年度太宰府市健全化判断比率の報告について

令和3年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について

令和3年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について

太宰府市土地開発公社の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について

公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について

水城小学校管理棟他改築工事（電気設備）請負契約の締結について

水城小学校管理棟他改築工事（機械設備）請負契約の締結について

報告第6号

報告第7号

諮問第3号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

報告第8号

報告第9号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

議案第44号

議案第45号

―

―

適任

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認定

認定

認定

認定

原案可決及び認定

原案可決及び認定

―

―

―

―

―

―

可決

可決

9月定例会 全会一致で議決した議案

議案番号等

不採択

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち 令和宰光 無会派

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

笠
利
　
　
毅

神
武
　
　
綾

今
泉
　
義
文

宮
原
　
伸
一

馬
場
　
礼
子

木
村
　
彰
人

森
田
　
正
嗣

徳
永
　
洋
介

橋
本
　
　
健

長
谷
川
公
成

門
田
　
直
樹

舩
越
　
隆
之

入
江
　
　
寿

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。また、神武綾議員はやむを得ない理由により欠席でした。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。　市民の声：太宰府市民の声　無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

請願第3号
「中学校完全給食」をテーマにした、「太
宰府市長と語る会」の開催を太宰府市
長に求める請願書

× × × × × × ※ × × × × ○ × × × ※ × ○

認定認定第1号
令和3年度太宰府市一般会計歳入歳出
決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

原案
可決

意見書第3号 教育予算の拡充等に係る意見書 × × × × × × ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

9月定例会 賛否の分かれた議案

11月13日開催の「市民と議会の意見交換会」における「より良い中学校完全給食の実現」
に向けた取り組みに関する陳情

陳  　　　　情

議会運営委員会に送付陳情第13号
録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

太
宰
府
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
時
す
で
に
築
30
年
を

経
過
し
て
い
た
公
共
施
設

が
、
い
ま
や
築
40
年
を
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
以
下

２
点
伺
う
。

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
今
後
の
具
体
的
な
方

向
性
。

②
学
業
院
中
学
校
に
つ
い
て
。

⑴
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー

ル
、
武
道
場
の
経
過
年
数

と
、
こ
れ
ら
施
設
及
び
配

膳
室
の
改
修
新
築
予
定

⑵
今
後
５
年
間
の
生
徒
数

⑶
今
後
予
想
さ
れ
る
教
室
不

足
対
策

課
長
　
①
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
委
員
会
及
び
公
共

建
築
部
会
、
イ
ン
フ
ラ
施

設
部
会
で
令
和
４
年
度
中

に
計
画
を
改
訂
で
き
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

理
事
　
②
⑴
施
設
に
よ
り
ま

す
が
32
年
か
ら
52
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
老
朽
化

対
策
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

配
膳
室
の
整
備
な
ど
を
総

合
的
に
検
討
し
ま
す
。

⑵
５
月
１
日
現
在
９
１
４
名

で
す
。
校
区
内
の
人
口
増

加
に
伴
う
生
徒
数
の
推
移

を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

⑶
生
徒
数
は
短
期
的
に
は
増

え
、
中
長
期
的
に
は
減
少

す
る
見
込
み
で
す
。
レ
イ

ア
ウ
ト
や
仮
設
教
室
な
ど

工
夫
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

太
宰
府
市
立
中
学

校
完
全
給
食
実
施

方
針
に
つ
い
て
４
点
伺
う
。

①
10
年
経
過
以
降
の
実
施
方

式
別
必
要
経
費
の
検
討
は
。

②
兄
弟
方
式
の
検
討
は
。

③
給
食
の
内
容
に
よ
っ
て
、

弁
当
な
ど
柔
軟
な
対
応
が

選
択
可
能
か
。

④
給
食
費
に
つ
い
て
、
不
登

校
生
徒
を
持
つ
家
庭
や
つ

ば
さ
学
級
に
通
っ
て
い
る

生
徒
に
対
す
る
対
応
は
。

理
事
　
①
10
年
あ

た
り
を
超
え
て
く

る
と
様
々
な
経
費
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
開
始
後
10
年
ま
で

は
デ
リ
バ
リ
ー
の
食
缶
方

式
が
最
も
経
済
的
に
有
利

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
調
査
研
究
を
継
続
し

ま
す
。

②
兄
弟
方
式
は
給
食
開
始
ま

で
に
相
当
の
期
間
が
か
か

り
、
早
期
実
施
と
財
政
状

況
を
考
慮
し
た
場
合
、
現

時
点
で
は
デ
リ
バ
リ
ー
方

式
が
よ
い
と
結
論
づ
け
て

い
ま
す
。

③
ア
レ
ル
ギ
ー
の
内
容
や
程

度
に
よ
っ
て
家
庭
か
ら
の

弁
当
な
ど
の
対
応
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

④
長
期
欠
席
の
児
童
の
給
食

費
は
返
還
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
参
考
に
方
向
性
を

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
完
全
給
食

に
関
し
て
、
次
の

２
点
を
伺
う
。

①
今
回
の
完
全
給
食
が
決
定

す
る
前
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
さ
れ
た
と
思
う

が
、
そ
の
内
容
と
具
体
的

に
い
つ
誰
を
対
象
に
行
っ

た
の
か
。

②
広
報「
だ
ざ
い
ふ
」
８
月
号

の
中
学
校
完
全
給
食
に
関

す
る
記
事
で
は
、
本
市
の

財
政
状
況
や
社
会
情
勢
な

ど
を
踏
ま
え
継
続
的
な
調

査
研
究
を
行
う
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形

で
進
め
ら
れ
る
の
か
。

理
事
　
①
平
成
16

年
と
28
年
に
中
学

校
給
食
に
関
す
る
意
識
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
生
徒
と
先
生
方
は
給
食

を
望
む
声
が
少
な
く
、
保

護
者
と
市
民
は
、
給
食
を

望
む
声
が
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

②
給
食
を
開
始
し
て
か
ら
も

運
用
の
修
正
を
行
い
、
太

宰
府
ら
し
い
、
よ
り
よ
い

中
学
校
給
食
に
向
け
常
に

改
善
努
力
を
怠
ら
ぬ
よ
う

今
後
も
担
当
部
署
で
収
集

し
た
情
報
を
基
に
部
長
会

議
や
経
営
会
議
、
三
役
会

議
等
で
調
査
研
究
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

高
雄
公
園
入
口
付

近
に
約
２
０
０
㎡

の
市
有
地
が
あ
る
。
草
が
生

い
茂
り
、
何
の
た
め
の
土
地

な
の
か
、
ど
こ
が
管
理
し
て

い
る
の
か
と
考
え
て
し
ま
う
。

そ
の
横
に
は
水
路
も
走
っ
て

お
り
、
早
期
に
整
備
を
行
わ

な
い
と
災
害
時
に
水
が
あ
ふ

れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
２
点
伺
う
。

①
こ
の
土
地
は
い
つ
何
の
た

め
に
取
得
し
た
の
か
。
ま

た
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

②
今
後
ど
う
活
用
し
て
い
く

の
か
。

部
長
　
①
当
該
市

有
地
は
平
成
２
年

に
高
雄
公
園
整
備
の
た
め

に
取
得
し
ま
し
た
。
平
成

15
年
度
に
公
園
整
備
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
公

園
本
体
の
土
地
に
含
ま
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
現
在
は
道
路

用
地
と
し
て
建
設
課
で
管

理
し
て
い
ま
す
。

②
現
時
点
で
具
体
的
な
整
備

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

指
摘
の
水
路
は
道
路
面
と

高
低
差
が
あ
り
整
備
に
は

相
当
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
活
用
に
つ
い
て
は
公

園
の
利
用
状
況
や
地
元
関

係
者
と
の
協
議
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
(
適

格
請
求
書
)
制
度

が
導
入
さ
れ
る
と
、
消
費
税

免
税
事
業
者
の
本
事
業
継
続

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
市
内
事
業
者
へ
の

影
響
に
つ
い
て
２
点
伺
う
。

①
市
内
免
税
事
業
者
へ
ど
の

よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

の
か
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
会
員
が
個
人
事
業
主

扱
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
セ

ン
タ
ー
事
業
に
影
響
が
出

る
懸
念
が
あ
る
が
、
対
応

は
。

部
長
　
①
取
引
先

が
仕
入
れ
税
額
控

除
を
受
け
る
た
め
に
、
消

費
税
が
免
税
と
な
る
少
額

事
業
者
で
あ
っ
て
も
イ
ン

ボ
イ
ス
の
交
付
が
で
き
る

課
税
事
業
者
に
な
る
こ
と

を
要
請
さ
れ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も

国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
商
工
会
等
と
連
携
し

て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
周

知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
会
員
分
の
消
費
税

を
控
除
で
き
ず
に
負
担
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
運
営

に
影
響
が
生
じ
得
る
と
懸

念
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
対
応
し
ま
す
。

中
学
校
完
全
給
食

事
業
の
財
源
確
保

に
行
財
政
改
革
は
欠
か
せ
な

い
。
大
き
な
財
源
を
要
す
る

中
学
校
完
全
給
食
事
業
と
、

財
源
を
捻
出
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
行
財
政
改
革
を
並
行

し
て
進
め
る
こ
と
が
、
２
つ

の
重
点
課
題
を
解
決
す
る
ポ

イ
ン
ト
と
考
え
２
点
伺
う
。

①
中
学
校
完
全
給
食
を
安
定

的
に
実
施
し
続
け
る
た
め

の
財
源
の
見
通
し
。

②
行
財
政
改
革
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
進
捗
状
況
。

理
事
　
①
市
税
収

は
増
加
し
て
お
り
、

住
宅
開
発
に
よ
る
税
収
増

も
見
込
ま
れ
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
も
９
億
円
に
上

り
ま
す
が
、
今
後
の
寄
附

額
の
減
少
も
見
込
み
、
令

和
の
都
太
宰
府
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
に
随
時
積
立
て

を
行
う
な
ど
、
様
々
な
事

態
を
想
定
し
た
上
で
備
え

て
い
き
ま
す
。

②
昨
年
度
決
算
で
約
21
億
円

の
黒
字
を
達
成
し
基
金
も

過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ

と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
行
財
政
改
革
の
１
つ
の

成
果
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
様
々
な
会
議
で

行
財
政
改
革
を
テ
ー
マ
と

し
た
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、

市
の
将
来
を
見
据
え
な
が

ら
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

管
理
の
今
後
は

QA

問

長
谷
川
公
成  

議
員

は

 

せ

 

が

わ

こ

う

せ

い

中
学
校
完
全
給
食

実
施
方
針
の
内
容

QA

問

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

中
学
校
完
全
給
食

に
向
け
て

QA

問

原
田
久
美
子  
議
員

は

ら   

だ

く

 

み

 

こ

公
園
入
口
の
市
有
地
が

無
駄
に
な
っ
て
い
る

QA

問

神
武
　 

綾  

議
員

こ

う

た

け

　 
 

あ

や

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

影
響
が
心
配
で
す

QA

問

木
村
　
彰
人  

議
員

き    

む

ら

あ

き    

と

中
学
校
完
全
給
食
の
財
源
と

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

QA

問

録画映像は
こちら

録画映像は
こちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像は
こちら

録画映像は
こちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

太
宰
府
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
時
す
で
に
築
30
年
を

経
過
し
て
い
た
公
共
施
設

が
、
い
ま
や
築
40
年
を
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
以
下

２
点
伺
う
。

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
今
後
の
具
体
的
な
方

向
性
。

②
学
業
院
中
学
校
に
つ
い
て
。

⑴
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー

ル
、
武
道
場
の
経
過
年
数

と
、
こ
れ
ら
施
設
及
び
配

膳
室
の
改
修
新
築
予
定

⑵
今
後
５
年
間
の
生
徒
数

⑶
今
後
予
想
さ
れ
る
教
室
不

足
対
策

課
長
　
①
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
委
員
会
及
び
公
共

建
築
部
会
、
イ
ン
フ
ラ
施

設
部
会
で
令
和
４
年
度
中

に
計
画
を
改
訂
で
き
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

理
事
　
②
⑴
施
設
に
よ
り
ま

す
が
32
年
か
ら
52
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
老
朽
化

対
策
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

配
膳
室
の
整
備
な
ど
を
総

合
的
に
検
討
し
ま
す
。

⑵
５
月
１
日
現
在
９
１
４
名

で
す
。
校
区
内
の
人
口
増

加
に
伴
う
生
徒
数
の
推
移

を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

⑶
生
徒
数
は
短
期
的
に
は
増

え
、
中
長
期
的
に
は
減
少

す
る
見
込
み
で
す
。
レ
イ

ア
ウ
ト
や
仮
設
教
室
な
ど

工
夫
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

太
宰
府
市
立
中
学

校
完
全
給
食
実
施

方
針
に
つ
い
て
４
点
伺
う
。

①
10
年
経
過
以
降
の
実
施
方

式
別
必
要
経
費
の
検
討
は
。

②
兄
弟
方
式
の
検
討
は
。

③
給
食
の
内
容
に
よ
っ
て
、

弁
当
な
ど
柔
軟
な
対
応
が

選
択
可
能
か
。

④
給
食
費
に
つ
い
て
、
不
登

校
生
徒
を
持
つ
家
庭
や
つ

ば
さ
学
級
に
通
っ
て
い
る

生
徒
に
対
す
る
対
応
は
。

理
事
　
①
10
年
あ

た
り
を
超
え
て
く

る
と
様
々
な
経
費
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
開
始
後
10
年
ま
で

は
デ
リ
バ
リ
ー
の
食
缶
方

式
が
最
も
経
済
的
に
有
利

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
調
査
研
究
を
継
続
し

ま
す
。

②
兄
弟
方
式
は
給
食
開
始
ま

で
に
相
当
の
期
間
が
か
か

り
、
早
期
実
施
と
財
政
状

況
を
考
慮
し
た
場
合
、
現

時
点
で
は
デ
リ
バ
リ
ー
方

式
が
よ
い
と
結
論
づ
け
て

い
ま
す
。

③
ア
レ
ル
ギ
ー
の
内
容
や
程

度
に
よ
っ
て
家
庭
か
ら
の

弁
当
な
ど
の
対
応
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

④
長
期
欠
席
の
児
童
の
給
食

費
は
返
還
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
参
考
に
方
向
性
を

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
完
全
給
食

に
関
し
て
、
次
の

２
点
を
伺
う
。

①
今
回
の
完
全
給
食
が
決
定

す
る
前
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
さ
れ
た
と
思
う

が
、
そ
の
内
容
と
具
体
的

に
い
つ
誰
を
対
象
に
行
っ

た
の
か
。

②
広
報「
だ
ざ
い
ふ
」
８
月
号

の
中
学
校
完
全
給
食
に
関

す
る
記
事
で
は
、
本
市
の

財
政
状
況
や
社
会
情
勢
な

ど
を
踏
ま
え
継
続
的
な
調

査
研
究
を
行
う
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形

で
進
め
ら
れ
る
の
か
。

理
事
　
①
平
成
16

年
と
28
年
に
中
学

校
給
食
に
関
す
る
意
識
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
生
徒
と
先
生
方
は
給
食

を
望
む
声
が
少
な
く
、
保

護
者
と
市
民
は
、
給
食
を

望
む
声
が
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

②
給
食
を
開
始
し
て
か
ら
も

運
用
の
修
正
を
行
い
、
太

宰
府
ら
し
い
、
よ
り
よ
い

中
学
校
給
食
に
向
け
常
に

改
善
努
力
を
怠
ら
ぬ
よ
う

今
後
も
担
当
部
署
で
収
集

し
た
情
報
を
基
に
部
長
会

議
や
経
営
会
議
、
三
役
会

議
等
で
調
査
研
究
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

高
雄
公
園
入
口
付

近
に
約
２
０
０
㎡

の
市
有
地
が
あ
る
。
草
が
生

い
茂
り
、
何
の
た
め
の
土
地

な
の
か
、
ど
こ
が
管
理
し
て

い
る
の
か
と
考
え
て
し
ま
う
。

そ
の
横
に
は
水
路
も
走
っ
て

お
り
、
早
期
に
整
備
を
行
わ

な
い
と
災
害
時
に
水
が
あ
ふ

れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
２
点
伺
う
。

①
こ
の
土
地
は
い
つ
何
の
た

め
に
取
得
し
た
の
か
。
ま

た
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

②
今
後
ど
う
活
用
し
て
い
く

の
か
。

部
長
　
①
当
該
市

有
地
は
平
成
２
年

に
高
雄
公
園
整
備
の
た
め

に
取
得
し
ま
し
た
。
平
成

15
年
度
に
公
園
整
備
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
公

園
本
体
の
土
地
に
含
ま
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
現
在
は
道
路

用
地
と
し
て
建
設
課
で
管

理
し
て
い
ま
す
。

②
現
時
点
で
具
体
的
な
整
備

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

指
摘
の
水
路
は
道
路
面
と

高
低
差
が
あ
り
整
備
に
は

相
当
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
活
用
に
つ
い
て
は
公

園
の
利
用
状
況
や
地
元
関

係
者
と
の
協
議
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
(
適

格
請
求
書
)
制
度

が
導
入
さ
れ
る
と
、
消
費
税

免
税
事
業
者
の
本
事
業
継
続

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
市
内
事
業
者
へ
の

影
響
に
つ
い
て
２
点
伺
う
。

①
市
内
免
税
事
業
者
へ
ど
の

よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

の
か
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
会
員
が
個
人
事
業
主

扱
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
セ

ン
タ
ー
事
業
に
影
響
が
出

る
懸
念
が
あ
る
が
、
対
応

は
。

部
長
　
①
取
引
先

が
仕
入
れ
税
額
控

除
を
受
け
る
た
め
に
、
消

費
税
が
免
税
と
な
る
少
額

事
業
者
で
あ
っ
て
も
イ
ン

ボ
イ
ス
の
交
付
が
で
き
る

課
税
事
業
者
に
な
る
こ
と

を
要
請
さ
れ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も

国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
商
工
会
等
と
連
携
し

て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
周

知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
会
員
分
の
消
費
税

を
控
除
で
き
ず
に
負
担
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
運
営

に
影
響
が
生
じ
得
る
と
懸

念
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
対
応
し
ま
す
。

中
学
校
完
全
給
食

事
業
の
財
源
確
保

に
行
財
政
改
革
は
欠
か
せ
な

い
。
大
き
な
財
源
を
要
す
る

中
学
校
完
全
給
食
事
業
と
、

財
源
を
捻
出
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
行
財
政
改
革
を
並
行

し
て
進
め
る
こ
と
が
、
２
つ

の
重
点
課
題
を
解
決
す
る
ポ

イ
ン
ト
と
考
え
２
点
伺
う
。

①
中
学
校
完
全
給
食
を
安
定

的
に
実
施
し
続
け
る
た
め

の
財
源
の
見
通
し
。

②
行
財
政
改
革
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
進
捗
状
況
。

理
事
　
①
市
税
収

は
増
加
し
て
お
り
、

住
宅
開
発
に
よ
る
税
収
増

も
見
込
ま
れ
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
も
９
億
円
に
上

り
ま
す
が
、
今
後
の
寄
附

額
の
減
少
も
見
込
み
、
令

和
の
都
太
宰
府
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
に
随
時
積
立
て

を
行
う
な
ど
、
様
々
な
事

態
を
想
定
し
た
上
で
備
え

て
い
き
ま
す
。

②
昨
年
度
決
算
で
約
21
億
円

の
黒
字
を
達
成
し
基
金
も

過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ

と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
行
財
政
改
革
の
１
つ
の

成
果
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
様
々
な
会
議
で

行
財
政
改
革
を
テ
ー
マ
と

し
た
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、

市
の
将
来
を
見
据
え
な
が

ら
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

管
理
の
今
後
は

QA

問

長
谷
川
公
成  

議
員

は

 

せ

 

が

わ

こ

う

せ

い

中
学
校
完
全
給
食

実
施
方
針
の
内
容

QA

問

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

中
学
校
完
全
給
食

に
向
け
て

QA

問

原
田
久
美
子  

議
員

は

ら   

だ

く

 

み

 

こ

公
園
入
口
の
市
有
地
が

無
駄
に
な
っ
て
い
る

QA

問

神
武
　 

綾  

議
員

こ

う

た

け

　 
 

あ

や

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

影
響
が
心
配
で
す

QA

問

木
村
　
彰
人  

議
員

き    

む

ら

あ

き    

と

中
学
校
完
全
給
食
の
財
源
と

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

QA

問

録画映像は
こちら

録画映像は
こちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像は
こちら

録画映像は
こちら

財源
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

楠
田
市
政
２
期
目

の
機
構
改
革
に
つ

い
て
２
点
伺
う
。

①
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
総
合

的
、
横
断
的
な
組
織
展
開

を
行
う
た
め
の
機
構
改
革

に
つ
い
て
。

②
直
面
す
る
課
題
の
整
理
、

解
決
の
た
め
、(
仮
称
)行
財

政
推
進
室
な
ど
の
設
置
や
、

適
所
適
材
の
人
事
、組
織
の

統
廃
合
な
ど
、
持
続
可
能

な
行
政
経
営
の
観
点
か
ら

の
機
構
改
革
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
総
合
戦

略
推
進
委
員
会
な

ど
を
通
じ
、
様
々
な
立
場

の
皆
様
の
意
見
を
取
り
込

み
な
が
ら
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
、
多
様

な
困
り
事
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
、
課
題
を
明
ら
か

に
し
て
専
門
機
関
に
つ
な

ぐ
福
祉
総
合
窓
口
の
設
置

な
ど
、
横
断
的
な
組
織
体

制
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

理
事
　
②
子
育
て
支
援
課
を

新
設
す
る
と
い
っ
た
社
会

情
勢
に
応
じ
た
機
構
面
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
人
事
面
の
措
置
と
し

て
、
部
局
間
の
さ
ら
な
る

連
携
を
企
図
し
た
人
材
配

置
や
、
人
事
交
流
や
人
材

派
遣
に
よ
る
適
材
適
所
へ

の
人
事
配
置
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

総
合
体
育
館
の
営

繕
工
事
、
清
掃
、

点
検
に
つ
い
て
支
出
費
用
の

観
点
か
ら
３
点
伺
う
。

①
市
民
の
方
が
開
示
請
求
さ

れ
た
資
料
中
、
ド
ア
ク

ロ
ー
ザ
ー
二
箇
所
の
取
り

換
え
工
事
が
高
額
で
は
な

い
か
と
思
う
が
見
解
は
。

②
受
水
槽
清
掃
に
お
い
て
も

同
様
に
高
額
で
あ
る
と
思

う
が
見
解
は
。

③
音
響
設
備
点
検
費
用
に
毎

年
約
２
３
６
万
円
支
出
し

て
い
る
。
点
検
内
容
の
説

明
を
。

課
長
　
①
ド
ア
ク

ロ
ー
ザ
ー
に
つ
い

て
は
国
土
交
通
省
の
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
表
な

ど
を
参
考
に
金
額
の
妥
当

性
を
確
認
し
て
お
り
、
品

質
の
保
証
が
得
ら
れ
る
正

規
の
販
売
ル
ー
ト
か
ら
購

入
し
て
い
ま
す
。

②
当
該
受
水
槽
の
規
模
、
構

造
か
ら
見
て
妥
当
な
金
額

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
費
用
の
精
査
に
努
め

ま
す
。

③
年
２
回
音
響
設
備
の
動
作

チ
ェ
ッ
ク
や
電
気
的
性
能

測
定
な
ど
専
門
的
な
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
経
費
削
減
の
視
点
で
利

用
さ
れ
る
皆
様
が
安
全
か

つ
快
適
に
利
用
で
き
る
よ

う
指
定
管
理
者
等
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

行
政
事
務
の
電
算

化
や
情
報
化
を
通

し
て
電
子
自
治
体
を
展
望
し

ス
マ
ー
ト
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
４
点
伺
う
。

①
市
役
所
と
共
同
利
用
施
設

等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
実
現
で
き
な
い
か
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
促
進
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

③
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に

伴
う
全
体
方
針
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
予
定
は
。

④
業
務
内
容
や
種
々
の
制
度

の
見
直
し
も
セ
ッ
ト
で
行

う
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。

部
長
　
①
第
四
次

地
域
福
祉
計
画
で

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

新
た
な
つ
な
が
る
仕
組
み

の
構
築
を
掲
げ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

誰
も
が
、
デ
ジ
タ
ル
情
報

か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
習

得
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト

を
Ｐ
Ｒ
し
、
引
き
続
き
全

庁
的
に
努
力
を
重
ね
ま
す
。

理
事
　
③
子
育
て
・
介
護
の

分
野
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
き
の
整
備
、
工
程
管
理

の
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
業
務
や
制
度
の
見
直
し
を

予
断
な
く
進
め
、
引
き
続

き
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

業
務
改
革
を
進
め
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い

猫
を
地
域
で
見
守

る
地
域
猫
活
動
に
つ
い
て
２

点
伺
う
。

①
地
域
猫
の
苦
情
内
容
・
件

数
と
、
そ
れ
ら
の
苦
情
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
。

②
不
妊
去
勢
手
術
補
助
金
な

ど
の
地
域
猫
に
対
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
飼
い
主

の
い
な
い
猫
へ
の

餌
や
り
と
、
そ
れ
に
伴
う

周
辺
で
の
ふ
ん
尿
被
害
が

主
な
も
の
で
す
。
令
和
３

年
度
は
27
件
、
令
和
４
年

度
は
８
月
時
点
で
16
件
の

苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て

は
、
個
別
に
助
言
・
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
苦
情

主
に
猫
よ
け
対
策
な
ど
の

自
衛
策
の
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
去
勢
手
術
費
の
補
助
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
は

12
件
、
令
和
３
年
度
は
15

件
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
８
月
時
点

で
12
件
の
申
請
が
あ
り
、

手
術
が
終
わ
っ
た
６
件
の

交
付
を
行
い
ま
し
た
。

小
学
生
が
歩
行
中

に
遭
遇
す
る
事
故

の
多
く
は
登
下
校
中
の
通
学

路
が
多
い
。
通
学
路
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
に

行
政
が
地
域
と
一
体
と
な
り

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
４
点
伺
う
。

①
児
童
見
守
り
の
現
状
に
つ

い
て
。

②
地
域
と
の
連
携
強
化
に
つ

い
て
。

③
つ
い
で
隊
の
な
が
ら
見
守

り
推
進
に
つ
い
て
。

④
見
守
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
心
得
に
つ
い
て
。

理
事
・
部
長
　
①

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
皆
様
と
の
連
携
で

横
断
歩
道
等
で
見
守
り
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

②
学
校
運
営
協
議
会
や
通
学

路
安
全
推
進
会
議
な
ど
で

協
議
し
地
域
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
学
校
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

③
広
報「
だ
ざ
い
ふ
」
12
月
号

に
掲
載
す
る
な
ど
し
ま
し

た
。
今
後
も
積
極
的
な
つ

い
で
隊
の
募
集
・
参
加
の

呼
び
か
け
に
努
め
ま
す
。

④
子
ど
も
達
へ
の
挨
拶
・
声

か
け
な
ど
の
見
守
り
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
、
無
理

な
く
で
き
る
範
囲
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
第
２
回

定
例
会
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
請
願
第
２
号

「
第
六
次
太
宰
府
市
総
合
計

画
の
策
定
に
関
す
る
請
願

書
」
に
つ
い
て
、
総
合
計
画

策
定
に
市
長
が
ど
う
向
き
合

わ
れ
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
請
願
の
趣

旨
は
、
市
政
運
営

に
お
け
る
基
本
方
針
、
全
て

の
計
画
の
最
上
位
計
画
と
さ

れ
る
総
合
計
画
を
策
定
し
て

い
な
い
こ
と
自
体
が
自
治
基

本
条
例
に
違
反
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
策
定
を
求
め
る
内

容
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
総

合
計
画
の
法
的
な
策
定
義
務

は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

市
政
発
展
の
た
め
の
指
針
を

持
つ
重
要
性
は
理
解
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
太
宰
府

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ

る
令
和
６
年
度
ま
で
は
こ
れ

を
基
幹
的
な
指
針
と
し
て
市

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

小
畠
真
由
美  

議
員

お    

ば

た

ま

 

ゆ

 

み

盤
石
な
組
織
体
制
の

た
め
の
機
構
改
革

QA

問

舩
越
　
隆
之  

議
員

ふ

な

こ

し

た

か

ゆ

き

総
合
体
育
館
の
指
定
管
理

業
務
費
用
に
つ
い
て
確
認

QA

問

堺
　
　
剛  

議
員

さ
か
い

つ
よ
し

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
て

QA

問

宮
原
　
伸
一  
議
員

み

や

は

ら

し

ん

い

ち

地
域
猫
活
動
で

猫
に
や
さ
し
く

QA

問

入
江 

　
寿  

議
員

い

り    

え

ひ
さ
し

行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
登
下
校
時
の
見
守
り

QA

問

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

採
択
さ
れ
た
総
合
計
画

策
定
に
つ
い
て
の
請
願
へ
の

市
長
の
見
解
は

Q

A

問

録画映像は
こちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

総合体育館とびうめアリーナ
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

楠
田
市
政
２
期
目

の
機
構
改
革
に
つ

い
て
２
点
伺
う
。

①
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
総
合

的
、
横
断
的
な
組
織
展
開

を
行
う
た
め
の
機
構
改
革

に
つ
い
て
。

②
直
面
す
る
課
題
の
整
理
、

解
決
の
た
め
、(
仮
称
)行
財

政
推
進
室
な
ど
の
設
置
や
、

適
所
適
材
の
人
事
、組
織
の

統
廃
合
な
ど
、
持
続
可
能

な
行
政
経
営
の
観
点
か
ら

の
機
構
改
革
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
総
合
戦

略
推
進
委
員
会
な

ど
を
通
じ
、
様
々
な
立
場

の
皆
様
の
意
見
を
取
り
込

み
な
が
ら
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
、
多
様

な
困
り
事
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
、
課
題
を
明
ら
か

に
し
て
専
門
機
関
に
つ
な

ぐ
福
祉
総
合
窓
口
の
設
置

な
ど
、
横
断
的
な
組
織
体

制
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

理
事
　
②
子
育
て
支
援
課
を

新
設
す
る
と
い
っ
た
社
会

情
勢
に
応
じ
た
機
構
面
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
人
事
面
の
措
置
と
し

て
、
部
局
間
の
さ
ら
な
る

連
携
を
企
図
し
た
人
材
配

置
や
、
人
事
交
流
や
人
材

派
遣
に
よ
る
適
材
適
所
へ

の
人
事
配
置
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

総
合
体
育
館
の
営

繕
工
事
、
清
掃
、

点
検
に
つ
い
て
支
出
費
用
の

観
点
か
ら
３
点
伺
う
。

①
市
民
の
方
が
開
示
請
求
さ

れ
た
資
料
中
、
ド
ア
ク

ロ
ー
ザ
ー
二
箇
所
の
取
り

換
え
工
事
が
高
額
で
は
な

い
か
と
思
う
が
見
解
は
。

②
受
水
槽
清
掃
に
お
い
て
も

同
様
に
高
額
で
あ
る
と
思

う
が
見
解
は
。

③
音
響
設
備
点
検
費
用
に
毎

年
約
２
３
６
万
円
支
出
し

て
い
る
。
点
検
内
容
の
説

明
を
。

課
長
　
①
ド
ア
ク

ロ
ー
ザ
ー
に
つ
い

て
は
国
土
交
通
省
の
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
表
な

ど
を
参
考
に
金
額
の
妥
当

性
を
確
認
し
て
お
り
、
品

質
の
保
証
が
得
ら
れ
る
正

規
の
販
売
ル
ー
ト
か
ら
購

入
し
て
い
ま
す
。

②
当
該
受
水
槽
の
規
模
、
構

造
か
ら
見
て
妥
当
な
金
額

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
費
用
の
精
査
に
努
め

ま
す
。

③
年
２
回
音
響
設
備
の
動
作

チ
ェ
ッ
ク
や
電
気
的
性
能

測
定
な
ど
専
門
的
な
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
経
費
削
減
の
視
点
で
利

用
さ
れ
る
皆
様
が
安
全
か

つ
快
適
に
利
用
で
き
る
よ

う
指
定
管
理
者
等
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

行
政
事
務
の
電
算

化
や
情
報
化
を
通

し
て
電
子
自
治
体
を
展
望
し

ス
マ
ー
ト
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
４
点
伺
う
。

①
市
役
所
と
共
同
利
用
施
設

等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
実
現
で
き
な
い
か
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
促
進
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

③
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に

伴
う
全
体
方
針
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
予
定
は
。

④
業
務
内
容
や
種
々
の
制
度

の
見
直
し
も
セ
ッ
ト
で
行

う
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。

部
長
　
①
第
四
次

地
域
福
祉
計
画
で

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

新
た
な
つ
な
が
る
仕
組
み

の
構
築
を
掲
げ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

誰
も
が
、
デ
ジ
タ
ル
情
報

か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
習

得
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト

を
Ｐ
Ｒ
し
、
引
き
続
き
全

庁
的
に
努
力
を
重
ね
ま
す
。

理
事
　
③
子
育
て
・
介
護
の

分
野
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
き
の
整
備
、
工
程
管
理

の
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
業
務
や
制
度
の
見
直
し
を

予
断
な
く
進
め
、
引
き
続

き
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

業
務
改
革
を
進
め
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い

猫
を
地
域
で
見
守

る
地
域
猫
活
動
に
つ
い
て
２

点
伺
う
。

①
地
域
猫
の
苦
情
内
容
・
件

数
と
、
そ
れ
ら
の
苦
情
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
。

②
不
妊
去
勢
手
術
補
助
金
な

ど
の
地
域
猫
に
対
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
飼
い
主

の
い
な
い
猫
へ
の

餌
や
り
と
、
そ
れ
に
伴
う

周
辺
で
の
ふ
ん
尿
被
害
が

主
な
も
の
で
す
。
令
和
３

年
度
は
27
件
、
令
和
４
年

度
は
８
月
時
点
で
16
件
の

苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て

は
、
個
別
に
助
言
・
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
苦
情

主
に
猫
よ
け
対
策
な
ど
の

自
衛
策
の
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
去
勢
手
術
費
の
補
助
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
は

12
件
、
令
和
３
年
度
は
15

件
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
８
月
時
点

で
12
件
の
申
請
が
あ
り
、

手
術
が
終
わ
っ
た
６
件
の

交
付
を
行
い
ま
し
た
。

小
学
生
が
歩
行
中

に
遭
遇
す
る
事
故

の
多
く
は
登
下
校
中
の
通
学

路
が
多
い
。
通
学
路
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
に

行
政
が
地
域
と
一
体
と
な
り

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
４
点
伺
う
。

①
児
童
見
守
り
の
現
状
に
つ

い
て
。

②
地
域
と
の
連
携
強
化
に
つ

い
て
。

③
つ
い
で
隊
の
な
が
ら
見
守

り
推
進
に
つ
い
て
。

④
見
守
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
心
得
に
つ
い
て
。

理
事
・
部
長
　
①

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
皆
様
と
の
連
携
で

横
断
歩
道
等
で
見
守
り
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

②
学
校
運
営
協
議
会
や
通
学

路
安
全
推
進
会
議
な
ど
で

協
議
し
地
域
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
学
校
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
安

全
確
保
に
努
め
ま
す
。

③
広
報「
だ
ざ
い
ふ
」
12
月
号

に
掲
載
す
る
な
ど
し
ま
し

た
。
今
後
も
積
極
的
な
つ

い
で
隊
の
募
集
・
参
加
の

呼
び
か
け
に
努
め
ま
す
。

④
子
ど
も
達
へ
の
挨
拶
・
声

か
け
な
ど
の
見
守
り
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
、
無
理

な
く
で
き
る
範
囲
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
第
２
回

定
例
会
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
請
願
第
２
号

「
第
六
次
太
宰
府
市
総
合
計

画
の
策
定
に
関
す
る
請
願

書
」
に
つ
い
て
、
総
合
計
画

策
定
に
市
長
が
ど
う
向
き
合

わ
れ
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
請
願
の
趣

旨
は
、
市
政
運
営

に
お
け
る
基
本
方
針
、
全
て

の
計
画
の
最
上
位
計
画
と
さ

れ
る
総
合
計
画
を
策
定
し
て

い
な
い
こ
と
自
体
が
自
治
基

本
条
例
に
違
反
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
策
定
を
求
め
る
内

容
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
総

合
計
画
の
法
的
な
策
定
義
務

は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

市
政
発
展
の
た
め
の
指
針
を

持
つ
重
要
性
は
理
解
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
太
宰
府

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
計
画
期
間
で
あ

る
令
和
６
年
度
ま
で
は
こ
れ

を
基
幹
的
な
指
針
と
し
て
市

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

小
畠
真
由
美  

議
員

お    

ば

た

ま

 

ゆ

 

み

盤
石
な
組
織
体
制
の

た
め
の
機
構
改
革

QA

問

舩
越
　
隆
之  

議
員

ふ

な

こ

し

た

か

ゆ

き

総
合
体
育
館
の
指
定
管
理

業
務
費
用
に
つ
い
て
確
認

QA

問

堺
　
　
剛  

議
員

さ
か
い

つ
よ
し

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
て

QA

問

宮
原
　
伸
一  

議
員

み

や

は

ら

し

ん

い

ち

地
域
猫
活
動
で

猫
に
や
さ
し
く

QA

問

入
江 

　
寿  

議
員

い

り    

え

ひ
さ
し

行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
登
下
校
時
の
見
守
り

QA

問

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

採
択
さ
れ
た
総
合
計
画

策
定
に
つ
い
て
の
請
願
へ
の

市
長
の
見
解
は

Q

A

問

録画映像は
こちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

総合体育館とびうめアリーナ
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

政
務
活
動
費
収
支
報
告

斜
位
や
斜
視
の
た

め
に
両
眼
で
も
の

を
見
る
こ
と
が
難
し
く
、

困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

い
る
。
高
校
生
や
大
人
に

な
っ
て
か
ら
気
づ
く
こ
と
も

あ
る
が
、
早
期
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
対
応
も
と
れ

る
。
本
市
は
今
春
、
早
期
発

見
に
有
用
な
ス
ポ
ッ
ト
ビ

ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
を
導

入
し
て
い
る
。
乳
幼
児
健

診
、
学
校
健
診
で
の
目
の
検

査
の
実
施
状
況
と
ス
ポ
ッ
ト

ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の

活
用
状
況
を
伺
う
。

部
長
・
理
事
　
本
市

で
は
三
歳
児
検
診

で
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
て
お

り
、
検
査
で
２
回
続
け
て
異

常
が
見
ら
れ
れ
ば
眼
科
医
へ

の
紹
介
状
を
渡
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
で
は
、
す
べ
て

の
検
査
項
目
を
満
た
す
に
は

眼
科
医
に
よ
る
検
診
が
必
須

と
な
り
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ッ

ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

斜
位
や
斜
視
も
検
査
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
例

え
ば
就
学
前
の
検
診
で
活
用

し
早
期
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
努
め
る
な
ど
の
可
能
性
を

考
え
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
形

成
整
備
法
の
成
立

に
伴
い
現
行
の
条
例
を
廃
止

し
て
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
を
制
定
す
る
よ
う
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
条
例
改
正

に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
条
例
改
正
案
の
議
会
上
程

予
定
と
個
人
情
報
保
護
審

議
会
へ
の
諮
問
や
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
予
定
。

②
新
し
い
条
例
の
名
称
、
個

人
情
報
保
護
審
議
会
の
存

続
に
つ
い
て
。

③
現
行
の
保
護
条
例
が
権
利

を
明
ら
か
に
す
る
条
例
で

あ
る
こ
と
の
意
味
を
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
の
関
係

で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

部
長
　
①
本
市
と

し
ま
し
て
は
、
区

分
ご
と
に
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
５
年
４
月
１

日
施
行
に
向
け
、
今
年
12

月
議
会
に
上
程
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
諮
問

又
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
等
に
つ
い
て
は
未
定

で
す
。

②
名
称
は
条
例
の
規
定
内
容

と
併
せ
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
個
人
情
報
保
護
審

議
会
の
存
廃
に
関
し
て
は

未
定
で
す
。

③
立
法
論
の
観
点
か
ら
新
た

な
条
例
に
お
い
て
基
本
的

人
権
の
擁
護
の
文
言
は
含

ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
ア
ッ
プ

に
力
を
注
い
で
い

た
だ
く
た
め
に
３
点
伺
う
。

①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
対

す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
の
寄
附
金
の

実
績
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
は
毎
年
順

調
に
伸
び
て
い
る
が
、
返

礼
品
は
太
宰
府
の
商
品
と

い
う
よ
り
福
岡
県
に
依
存

す
る
傾
向
が
強
い
。
現
在

の
状
況
と
課
題
は
。

③
商
品
の
み
な
ら
ず
太
宰
府

の
観
光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト

を
返
礼
と
す
る
方
法
も
あ

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
企

画
、
事
業
を
展
開
さ
れ
る

の
か
。

市
長
　
①
３
か
月

余
り
で
１
４
０
０

万
円
を
超
え
る
寄
附
が
全

国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

②
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府

「
梅
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

取
り
組
み
を
強
化
し
て
市

独
自
の
産
品
の
ノ
ミ
ネ
ー

ト
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
市
へ
の
寄
附
額
を
増
加

す
べ
く
、
さ
ら
に
集
中
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

③
広
報
戦
略
を
さ
ら
に
強
化

し
、
今
後
取
り
組
む
予
定

で
あ
る(
仮
称
)太
宰
府
応

援
大
使
の
任
命
を
通
じ

て
、
関
係
人
口
・
交
流
人

口
拡
大
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
目
標
額
10
億
円
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

政務活動費 収支報告（改選後）令和3年度

政務活動費は議員の調査研究に資するため必要な経費の一

部として、会派または議員に対して交付されるものです。太宰府市

議会では、1人当たり月額2万5千円が交付されています。

今回の収支報告は、市議会議員選挙後

の3か月間であり、政務活動を行う期間が短

かったことから、全体的に未執行額が大きく

なっています。

今後とも、政務活動費を有効に活用し、調

査・研究を市民の皆さんに還元するととも

に、市政発展のために生かしていきます。

支出の領収書は市のホーム
ページで公開しています。

会派または個人名 支給額（円） 支出額（円）
市返還金
（円）

執行率
（％）

公　明　党（２人）
こう めい

しん ぷう

とう

小畠真由美、堺　剛
150,000 12,870 137,130 8.6

宰　光（３人）

陶山良尚、原田久美子、入江　寿
225,000 34,851 190,149 15.5

新　風（２人）

舩越隆之、門田直樹
150,000 24,000 126,000 16.0

太宰府市民の声（３人）

長谷川公成、橋本　健、徳永洋介
225,000 220,854 4,146 98.2

未来のまち（３人）

森田正嗣、木村彰人、馬場礼子
225,000 23,583 201,417 10.5

令 和 宰 光（２人）

宮原伸一、今泉義文
150,000 21,600 128,400 14.4

75,000 0 75,000 0.0

さい こう

れい わ さい こう

だ ざい ふ し みん こえ

神 武　　綾

75,000 52,018 22,982 69.4笠 利　　毅

75,000 12,100 62,900 16.1タコスキッド

1,350,000 401,876 948,124 29.8合　　　　　　計

み らい

令和3年12月12日の市議会議員改選後の収支報告となります。 

今回の収支報告は、令和4年1月から令和4年3月までの3か月分です。
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３
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４
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３
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員
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を
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工
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る
か
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

政
務
活
動
費
収
支
報
告

斜
位
や
斜
視
の
た

め
に
両
眼
で
も
の

を
見
る
こ
と
が
難
し
く
、

困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

い
る
。
高
校
生
や
大
人
に

な
っ
て
か
ら
気
づ
く
こ
と
も

あ
る
が
、
早
期
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
対
応
も
と
れ

る
。
本
市
は
今
春
、
早
期
発

見
に
有
用
な
ス
ポ
ッ
ト
ビ

ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
を
導

入
し
て
い
る
。
乳
幼
児
健

診
、
学
校
健
診
で
の
目
の
検

査
の
実
施
状
況
と
ス
ポ
ッ
ト

ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の

活
用
状
況
を
伺
う
。

部
長
・
理
事
　
本
市

で
は
三
歳
児
検
診

で
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
て
お

り
、
検
査
で
２
回
続
け
て
異

常
が
見
ら
れ
れ
ば
眼
科
医
へ

の
紹
介
状
を
渡
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
で
は
、
す
べ
て

の
検
査
項
目
を
満
た
す
に
は

眼
科
医
に
よ
る
検
診
が
必
須

と
な
り
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ッ

ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー

は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

斜
位
や
斜
視
も
検
査
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
例

え
ば
就
学
前
の
検
診
で
活
用

し
早
期
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
努
め
る
な
ど
の
可
能
性
を

考
え
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
形

成
整
備
法
の
成
立

に
伴
い
現
行
の
条
例
を
廃
止

し
て
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
を
制
定
す
る
よ
う
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
条
例
改
正

に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
条
例
改
正
案
の
議
会
上
程

予
定
と
個
人
情
報
保
護
審

議
会
へ
の
諮
問
や
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
予
定
。

②
新
し
い
条
例
の
名
称
、
個

人
情
報
保
護
審
議
会
の
存

続
に
つ
い
て
。

③
現
行
の
保
護
条
例
が
権
利

を
明
ら
か
に
す
る
条
例
で

あ
る
こ
と
の
意
味
を
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
の
関
係

で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

部
長
　
①
本
市
と

し
ま
し
て
は
、
区

分
ご
と
に
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
５
年
４
月
１

日
施
行
に
向
け
、
今
年
12

月
議
会
に
上
程
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
諮
問

又
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
等
に
つ
い
て
は
未
定

で
す
。

②
名
称
は
条
例
の
規
定
内
容

と
併
せ
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
個
人
情
報
保
護
審

議
会
の
存
廃
に
関
し
て
は

未
定
で
す
。

③
立
法
論
の
観
点
か
ら
新
た

な
条
例
に
お
い
て
基
本
的

人
権
の
擁
護
の
文
言
は
含

ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
ア
ッ
プ

に
力
を
注
い
で
い

た
だ
く
た
め
に
３
点
伺
う
。

①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
対

す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
の
寄
附
金
の

実
績
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
は
毎
年
順

調
に
伸
び
て
い
る
が
、
返

礼
品
は
太
宰
府
の
商
品
と

い
う
よ
り
福
岡
県
に
依
存

す
る
傾
向
が
強
い
。
現
在

の
状
況
と
課
題
は
。

③
商
品
の
み
な
ら
ず
太
宰
府

の
観
光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト

を
返
礼
と
す
る
方
法
も
あ

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
企

画
、
事
業
を
展
開
さ
れ
る

の
か
。

市
長
　
①
３
か
月

余
り
で
１
４
０
０

万
円
を
超
え
る
寄
附
が
全

国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

②
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府

「
梅
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

取
り
組
み
を
強
化
し
て
市

独
自
の
産
品
の
ノ
ミ
ネ
ー

ト
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
市
へ
の
寄
附
額
を
増
加

す
べ
く
、
さ
ら
に
集
中
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

③
広
報
戦
略
を
さ
ら
に
強
化

し
、
今
後
取
り
組
む
予
定

で
あ
る(
仮
称
)太
宰
府
応

援
大
使
の
任
命
を
通
じ

て
、
関
係
人
口
・
交
流
人

口
拡
大
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
目
標
額
10
億
円
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

政務活動費 収支報告（改選後）令和3年度

政務活動費は議員の調査研究に資するため必要な経費の一

部として、会派または議員に対して交付されるものです。太宰府市

議会では、1人当たり月額2万5千円が交付されています。

今回の収支報告は、市議会議員選挙後

の3か月間であり、政務活動を行う期間が短

かったことから、全体的に未執行額が大きく

なっています。

今後とも、政務活動費を有効に活用し、調

査・研究を市民の皆さんに還元するととも

に、市政発展のために生かしていきます。

支出の領収書は市のホーム
ページで公開しています。

会派または個人名 支給額（円） 支出額（円）
市返還金
（円）

執行率
（％）

公　明　党（２人）
こう めい

しん ぷう

とう

小畠真由美、堺　剛
150,000 12,870 137,130 8.6

宰　光（３人）

陶山良尚、原田久美子、入江　寿
225,000 34,851 190,149 15.5

新　風（２人）

舩越隆之、門田直樹
150,000 24,000 126,000 16.0

太宰府市民の声（３人）

長谷川公成、橋本　健、徳永洋介
225,000 220,854 4,146 98.2

未来のまち（３人）

森田正嗣、木村彰人、馬場礼子
225,000 23,583 201,417 10.5

令 和 宰 光（２人）

宮原伸一、今泉義文
150,000 21,600 128,400 14.4

75,000 0 75,000 0.0

さい こう

れい わ さい こう

だ ざい ふ し みん こえ

神 武　　綾

75,000 52,018 22,982 69.4笠 利　　毅

75,000 12,100 62,900 16.1タコスキッド

1,350,000 401,876 948,124 29.8合　　　　　　計

み らい

令和3年12月12日の市議会議員改選後の収支報告となります。 

今回の収支報告は、令和4年1月から令和4年3月までの3か月分です。
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４
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３
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を
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議会だより
合併号

議会だよりは45ページ以降に
掲載しています。

2022
（令和4年）

11
No.1014

今
月
号
で
特
集
し
て
お
り
ま

す
が
、
一
期
目
の
総
決
算
と
も

言
う
べ
き
令
和
三
年
度
決
算
や

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
市
民
意

識
調
査
が
出
揃
い
ま
し
た
。

一
期
目
通
算
で
ふ
る
さ
と
納

税
は
22
倍
増
の
９
億
円
、
市
税

収
も
軒
並
み
増
、
基
金
も
過
去

最
高
額
、
市
債
も
35
億
円
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
結
果
経
常
収
支
比
率
も

大
き
く
改
善
、
財
政
力
指
数
も

ふ
る
さ
と
納
税
分
を
加
味
し
た

参
考
値
で
着
実
な
伸
び
を
見
せ

強
さ
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
裏
付
け
と
し
て
、
初
実

施
の
市
政
信
頼
度
は
71
・
９
％
、

住
み
や
す
さ
や
効
果
的
な
行
政

運
営
、
市
職
員
満
足
度
調
査
も

年
々
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

混
乱
か
ら
の
脱
却
、
元
号
令

和
ブ
ー
ム
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
激

動
の
一
期
目
の
総
決
算
と
し
て

こ
う
し
た
結
果
を
残
す
こ
と
が

出
来
た
こ
と
は
本
望
で
す
。

こ
れ
で
今
後
の
飛
躍
へ
の
準

備
が
整
っ
た
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
市
民
皆
様
の
ご
期
待
に

さ
ら
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
引
き

続
き
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

※掲載記事は編集作業の都合上10月17日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

ポイント

本市に対する評価が
上昇中！

市政への信頼度 『肯定派』 71.9%

・実質収支　21億円超の黒字

・ふるさと納税受入額　９億円超 達成

・基金（貯金）残高　過去最高

・市債（借金）残高　4年連続で減少

・経常収支が 大幅に改善
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市職員の対応・姿勢に対する満足度

UP

効果的な行政運営に対する評価
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45.1
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本市の住みやすさ

満足派
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73.3

79.0

UP

所
管
調
査
報
告
／
意
見
交
換
会
開
催
予
告
／
編
集
後
記

当委員会が所管する下記の施設を令和4年7月21日㈭に調査し、各
施設の課題などが見つかりました。

具体的には、公文書館の利便性、学業院中学校の施設老朽化と生
徒増に関する問題、大宰府展示館の老朽化と史跡解説ボランティアの
処遇問題などの意見が出ました。当委員会では、施設の老朽化などの
課題について、今後も注視していきます。

〈施設の紹介〉
●公文書館

歴史的価値のある公文書及び「太宰府市史」の編さん、貴重な古文書やその複製物を所蔵し公開し
ています。

●学業院中学校
昭和22年創立の市内で最も古い歴史を持つ中学校です。

●大宰府展示館
大宰府跡の調査で見つかった遺構を保存・公開している歴史資料展示館です。

日時：令和4年11月13日㈰10時30分～12時まで

場所：プラム・カルコア太宰府4階多目的ホール

※事前申し込みは不要です。

※託児サービスを希望される方は10月31日㈪までに議会事務局までお申し込みください。

※コロナ等の影響により中止となる場合はホームページにてお知らせします。

◇
編
集
後
記
◇

令
和
３
年
12
月
12
日
㈰
に
、
市
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
議
員
１
年
目
の
定
例
会
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一

回
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
と
い
う
時
が
経
つ
の
は
、
あ
っ
と

い
う
間
で
す
ね
。

国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
第
１
例
目

が
報
告
さ
れ
て
、
も
う
す
ぐ
３
年
に
な
り
ま
す
。
最
近
は
、

新
規
感
染
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

ま
ま
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
(９
月
末
時

点
)さ

て
、
秋
と
い
え
ば
、
食
欲
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
読

書
・
・
・
。
み
な
さ
ん
は
何
派
で
す
か
？
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
派

で
す
。
３
年
ぶ
り
に
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
・
ふ
く
お
か
「
第

65
回
福
岡
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
秋
季
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
太
宰
府
市
か
ら
は
、９
競
技
、
16
種
目
、
総
勢

１
２
６
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、８
年
ぶ
り
に
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
、
い
い
汗
を
流
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
仲
間

と
一
緒
に
何
か
を
や
る
っ
て
、
い
い
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
も
秋
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
日
々
、
趣
味
に

没
頭
し
て
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

(今
)
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総 務 文 教 常 任 委 員 会

所 管 調 査 報 告

意見交換会を開催します！
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令和３年度決算


